
２０１７年度	 日本バイオイメージング学会総会議事要旨 
 
日時：２０１７年９月１７日（日）１３：３０～１４：００ 
場所：東京薬科大学	 教育３号館４階３４０１講義室 
 
出席者：	 ２６名、委任状：６１名	 （会員数３２０名	 定足数６４名） 
 
◯報告事項について 
１．庶務報告（船津：	 岡の代理） 

バイオイメージング Vol. 26(2), P115-116の通り。 
２．財務報告（太田） 

2016年度決算報告 
バイオイメージング Vol. 26(2), P122の通り。 

３．監査報告（大幡、川西） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P116の通り、監査が終了した。 

４．企画委員会報告（船津：	 加藤（晃）の代理） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P116の通り。 

５．和文誌編集委員会報告（朽津） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P117の通り。 

６．欧文誌編集委員会報告（小島） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P117の通り。 

７．ホームページ編集委員会（小島） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P117の通り。 

８．集会委員会（船津：	 永井の代理） 
第 26回学術集会の開催状況を小島正樹大会長より説明。 

９．賞選考委員会（船津：	 高松の代理） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P119の通り。 
2017年度奨励賞：矢木宏和博士（名古屋市立大学）を選考。 

１０．研究助成選考員会（船津：	 菊地の代理） 
バイオイメージング Vol. 26(2), P119の通り。 

１１．講習会委員会（加藤薫） 
特になし。 

１２．国際交流委員会（鈴木和男） 
	 	 バイオイメージング Vol. 26(2), P120の通り。 
１３．新技術情報委員会（船津：	 後藤の代理） 
	 	 特になし。 



１４．男女共同参画委員会（洲崎） 
	 	 バイオイメージング Vol. 26(2), P121の通り。 
	 	 →→	 各委員会事業報告、財務報告案は承認された 
 
◯審議事項について 
１．2018年度の予算案（太田） 

・バイオイメージング Vol. 26(2), P123の予算案が可決された。 
→→	 予算案は承認された 

 
２．和文誌『バイオイメージング』と欧文誌『Bioimages』の再編について（朽津、小島） 
	 	 『Bioimages』は和文・英文を問わず学術的な内容を掲載する雑誌とし、『バイオイメ

ージング』は会報とする。 
→→	 再編案は承認された 

 
４．人事 
	 	 ホームページ委員会委員長を小島理事から曽我理事に交代する。 

→→	 人事案は承認された 
 
５．各委員会の事業計画 
５－１．集会委員会（船津：	 永井の代理） 

2018年の第 27回学術集会について、加藤薫大会長より紹介された。 
2018年 9月 2日（日）～4日（火）に、つくばの産業技術総合研究所で行う予定であ
る。 
2019年の第 28回学術集会について、鈴木亮大会長より紹介された。 
2019年 9月に帝京大学にて、第 6回国際シンポジウムと同時に開催する予定である。 

５－２．講習委員会（加藤薫） 
2017年に超解像顕微鏡と共焦点顕微鏡に関する講習会を開催する予定である。 

５－３．国際交流委員会（鈴木和男） 
2019年 9月に鈴木亮評議員を大会長として、帝京大学にて第 6回国際シンポジウムを
第 28回学術集会と同時に開催する予定である。 

５－４．男女共同参画委員会（洲崎） 
	 	 活動計画が説明された（バイオイメージング Vol. 26(2), P121を参照）。 

→→	 各委員会事業計画は承認された 
 
以上 


